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I. はじめに 

１ 策定の目的 

国では、少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止めをかけるとともに、東京圏

への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来にわたって

活力ある日本社会を維持していくため、平成 26 年 12 月に『まち・ひと・しごと創生法』を

制定するとともに、平成 72 年に１億人程度の人口を確保することを目標として、「まち・ひ

と・しごと創生長期ビジョン及び総合戦略」を閣議決定しています。また、都道府県及び市町

村には、国の長期ビジョン及び総合戦略を勘案し、地方人口ビジョン及び地方版総合戦略を策

定することが努力義務とされています。 

本市は、平成 20 年度から「ひと・ゆめ・みらい 地域で創る魅力の郷 南房総」を将来像

とした 10 年間の南房総市総合計画（以下「総合計画」という。）を策定し、実施計画に基づ

く事業を進めていますが、人口減少や地域経済の活力低下など、依然として厳しい環境にあり

ます。現状のままで推移すると、人口減少はいっそうの加速が見込まれます。 

このため、本市における人口の将来展望をまとめた「南房総市人口ビジョン」を踏まえ、人

口減少に歯止めをかけるとともに、まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立に向けた地方創

生に取り組むため、目指すべき目標や方向性、具体的な施策を盛り込んだ「南房総市総合戦略」

（以下「総合戦略」という。）を策定しました。 

２ 位置付け 

総合戦略の策定にあたっては、国や千葉県が定める総合戦略の方向性を勘案しながら、本市

の特徴を踏まえ、分野横断的に取り組む具体的な施策をまとめました。  

また、総合計画及び各種の関連計画との整合を図り、施策の連続性及び一貫性を確保します。 

■南房総市総合戦略の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南房総市総合計画 

関連計画 

南房総市総合戦略南房総市総合戦略南房総市総合戦略南房総市総合戦略    

（今後（今後（今後（今後 5555 年間の目標や具体的施策等）年間の目標や具体的施策等）年間の目標や具体的施策等）年間の目標や具体的施策等）    

南房総市人口ビジョン南房総市人口ビジョン南房総市人口ビジョン南房総市人口ビジョン    

（人口に関する長期展望）（人口に関する長期展望）（人口に関する長期展望）（人口に関する長期展望）    

【国】まち･ひと･しごと創生「長期ビジョン」「総合戦略」 

【県】千葉県「人口ビジョン」「総合戦略」 

 
【将来像】 
ひと・ゆめ・みらい 地域で創る魅力の郷 
南房総 

・南房総市子ども・子育て支援計画 
・次世代育成支援後期行動計画 
・南房総市過疎自立促進計画 
・南房総市地域公共交通網形成計画 
・南房総市第１次産業振興プラン 
・南房総市観光振興ビジョン 
・第 2 次南房総市男女共同参画推進計画 

整合 
 

整合 
 

勘案 
 

前提 
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３ 計画期間 

平成 27 年度から平成 31 年度までの 5 年間とします。 

 

４ 人口の目標 

「南房総市人口ビジョン」における人口の将来展望を踏まえ、平成 62 年に人口減少の歯止

めかけることを展望し、計画期間内の取組成果として見込む目標人口を 37,200 人とします。 

 

５ 策定体制 

総合戦略の策定にあたっては、市民、産業界、行政機関、大学、金融機関、労働団体、マス

メディア（産官学金労言）等の関係者の専門的な見地からの意見を反映するため、「南房総市

総合戦略検討委員会」を設置しました。 

また、地方創生に関する施策を部局横断的に検討、推進する庁内体制として、市役所職員で

構成する「南房総市地方創生推進プロジェクトチーム」を設置しました。 

 

■南房総市総合戦略の策定体制 
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施策 施策 施策 施策 

６ 効果検証の方法 

総合戦略の効果検証は、①ＰＬＡＮ（策定）、②ＤＯ（実行）、③ＣＨＥＣＫ（点検・評価）、

④ＡＣＴＩＯＮ（処置・改善）の流れを基本としたＰＤＣＡサイクルにより行います。 

目標レベルの効果検証を行う「大きなＰＤＣA」と、施策・事業レベルの効果検証を行う「小

さなＰＤＣA」の組み合わせにより総合戦略の取組効果を検証します。 

目標レベルでは、５年後に実現すべき成果に係る数値目標を設定します。施策・事業レベル

では、毎年の進捗状況を評価可能な重要業績評価指標（ＫＰＩ：Key Performance Indicator）

を設定し、必要に応じ施策の見直し等を行います。 

 

■ＰＤＣＡによる効果検証のイメージ 

 

 

Ｈ２７Ｈ２７Ｈ２７Ｈ２７    Ｈ２８Ｈ２８Ｈ２８Ｈ２８    Ｈ２９Ｈ２９Ｈ２９Ｈ２９    Ｈ３０Ｈ３０Ｈ３０Ｈ３０    Ｈ３１Ｈ３１Ｈ３１Ｈ３１    Ｈ３２Ｈ３２Ｈ３２Ｈ３２    

 

  

策定策定策定策定    

((((ＰＰＰＰ))))    

点検点検点検点検    

評価評価評価評価    

(C)(C)(C)(C)    

実行実行実行実行(D)(D)(D)(D)    

処置処置処置処置    

改善改善改善改善    

(A)(A)(A)(A)    

５年後の数値目標による目標レベルの大きなＰＤＣＡ    

P

D

C

Ａ

P

D

C

Ａ

P

D

C

Ａ

P

D

C

Ａ

ＫＰＩによる施策・事業レベルの小さなＰＤＣA（毎年）    

※ＰＤＣＡとは「Plan・Do・Check・Action」のそれぞれの頭文字を並べた言葉です。 

Plan：計画を立てる    Do：実行する 

Check：評価する     Action：改善する 

「ＰＤＣＡサイクル」という言い方もされます。P→D→C→A ときて、A からまた次の P に進む。 

このサイクルを「クルクルと回し、継続的に改善していく」ことが大切だと言われています。 

※ＫＰＩとは重要業績評価指標といい、目標に向かって日々業務を進めていくにあたり、 

「何を持って進捗とするのか」を定義するために設定される尺度のことです。 
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II. 目標と施策・事業の内容 

１ 基本目標 

本市の人口は、これまで若年層の流出が続いたことにより、逆ピラミッド型の人口構造とな

っています。また、出生数は、若年層の流出に伴う減少傾向から下げ止まりの兆しが見られる

ものの、高齢化を背景に死亡者数が出生数の４倍となっており、自然減による人口減少が顕著

です。 

人口減少に歯止めをかけるためには、子育て世代の人口の厚みを回復しながら、出生率の向

上を図ることが不可欠であり、「子育て世代の増加」を中心的なコンセプトとして、以下の３

つの基本目標を設定します。 

 

基本目標１基本目標１基本目標１基本目標１    安心して安心して安心して安心して子ども子ども子ども子どもを産み育てを産み育てを産み育てを産み育てられられられられる環境をつくるる環境をつくるる環境をつくるる環境をつくる    

 地域社会全体で子育てを応援する仕組みを充実することで、子育てに係る家庭の経済的、精

神的な負担を軽減し、若い世代が安心して子どもを産み育てられる環境をつくります。 

指標 現状 目標（Ｈ31） 

合計特殊出生率 1.44（H26） 1.54 

出生数 201 人（H26） 210 人 

子育てアンケート満足度 43.5％ 54.0％ 

 

基本目標２基本目標２基本目標２基本目標２    若者に魅力のある若者に魅力のある若者に魅力のある若者に魅力のあるしごとしごとしごとしごとをつくるをつくるをつくるをつくる    

 若い世代が南房総市で働きたいと思える就業機会を増やしながら、子育てのための経済的な

ゆとりと安心して働くことのできる魅力あるしごとをつくります。 

指標 現状 目標（Ｈ31） 

従業者１人当たり付加価値額 2.5 百万円/人（H24） 2.6 百万円/人 

50 歳未満女性の就業率 50.8％（H22） 53.0％ 

創業比率 1.1％（H21～24 平均） 1.5％ 

 

基本目標３基本目標３基本目標３基本目標３    新しい人の流れをつくる新しい人の流れをつくる新しい人の流れをつくる新しい人の流れをつくる    

 南房総市で子育てをしたいと思う人を増やしながら、東京圏など市外から子育て目的で南房

総市に移住してくる新しい人の流れをつくります。 

指標 現状 目標（Ｈ31） 

２５～３４歳の転入者数 232 人（H26） 300 人 

魅力度ランキング 249 位（H26） 149 位 
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２ 基本的な方向と具体的な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）安心して子どもを産み育てられる環境をつくる 

    

■予定している子ども数と■予定している子ども数と■予定している子ども数と■予定している子ども数と理想の子ども数のギャップ理想の子ども数のギャップ理想の子ども数のギャップ理想の子ども数のギャップ    

� 「結婚・出産・子育てに関するアンケート調査」（以下「結婚等アンケート調査」という。）

では、予定している子ども数が理想の子ども数より少ない回答者が 37.2％となってお

り、その理由として、次のようなことが挙げられています。 

・育児、教育にお金がかかりすぎる（60.0％） ・育児と仕事の両立が難しい（38.2％） 

・妊娠、出産の負担（27.3％）        ・高年齢での出産への抵抗（21.8％） 

・育児への心理的、肉体的負担（20.0％） 

■■■■共働き世帯が望む職場での子育て支援と事業所が実施している子育て支援のギャップ共働き世帯が望む職場での子育て支援と事業所が実施している子育て支援のギャップ共働き世帯が望む職場での子育て支援と事業所が実施している子育て支援のギャップ共働き世帯が望む職場での子育て支援と事業所が実施している子育て支援のギャップ    

� 「結婚等アンケート調査」では、職場に望む子育て支援として、育児休暇を取りやすい

環境が 58.0％と最も多い一方、「事業所アンケート調査」では、育児休暇の利用の積極

的な働きかけを行っている事業所は 14.5％に留まっており、保育施策の役割が重要で

あると言えます。 

■■■■未婚者未婚者未婚者未婚者が独身である理由が独身である理由が独身である理由が独身である理由    

� 「結婚等アンケート調査」では、未婚層が独身である理由として、「相手がみつからない」

（43.7％）が最も多くなっています。 

現状認識現状認識現状認識現状認識    

    

基本的方向基本的方向基本的方向基本的方向    

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

 

環
境
を
つ
く
る

 

１）子育てに係る経済的な負担の緩和 

２）共働き世帯への支援 

３）出産、育児の不安・負担を解消するためのきめ細やかな子育て支援 

４）若い世代を対象とした結婚観の意識醸成と出会いの機会づくり 

５）市役所や公共施設における子育てバリアフリーの推進 
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基本的な方向基本的な方向基本的な方向基本的な方向    １）１）１）１）子育てに係る経済的負担の緩和子育てに係る経済的負担の緩和子育てに係る経済的負担の緩和子育てに係る経済的負担の緩和    

内    容 � 子どもたちの学力や学習意欲の向上、個性や才能を伸ばす機会を提供するた

め、子育て家庭の教育に係る経済的負担を緩和 

� 広い市域面積を有するうえに、公共交通機関が未成熟な本市の特性により、

共働き世帯、核家族化の進行により、塾に通いたくても通えない児童が存在

する。このため、民間教育機関等と連携し、放課後の学校を開放して様々な

活動を展開する「放課後子どもクラブ」の運営を行い、当該活動の場でも学

校外教育サービス利用助成事業におけるクーポン券を利用することが可能

となるような取組を実施 

具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

学校外教育サービス利用助成事業 クーポン券の交付を

受けた児童のうち実

際に利用した児童の

割合 

 

H27：57.7％ 
（９月末現在） 

H31：80.0％ 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 市内に居住する小学校児童を対象に学習

塾や文化・スポーツ教室などで利用でき

るクーポン券の交付を行い、塾等の利用

に係る費用の全部又は一部を助成 

※助成額は、世帯の所得の状況に応じる 

【継続的に検討する課題】【継続的に検討する課題】【継続的に検討する課題】【継続的に検討する課題】    

� 通信教育サービスとの連携可能性など、

利用者のニーズに対応した制度とするた

めの検討（平成 28～31 年） 

� 対象者を中学生へ拡充することの検討

（平成 32 年度以降） 

放課後子どもクラブの実施 週５日のメニューを

展開する放課後こど

もクラブを実施する

小学校数 

 

Ｈ27：1 校 

Ｈ31：8 校 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 小学校の余裕教室等を活用し、放課後に

おける学習講座やスポーツ、文化活動等

の各種体験活動の場を設け、児童の放課

後の安全な居場所を創出 

� 学校外教育サービス利用助成事業と連携

し、クーポン券の利用先を拡充 

子ども医療費助成事業    南房総市は子育てし

やすいまちだと思う

保護者の割合 

（肯定的な評価「そ

う思う」「どちらかと

いえばそう思う」の

合計） 

 

Ｈ26：43.5％ 

Ｈ31：54.0％ 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

子ども医療費助成における対象者について

拡充を検討    

  

制度設計・事業の実施 

助成対象事業の検討・実施 

各種体験活動の場の新

設・実施 

連携 

制度設計・事業の実施 

検討・制度設計 

実施、継続 
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基本的な方向基本的な方向基本的な方向基本的な方向    ２）２）２）２）共働き世帯共働き世帯共働き世帯共働き世帯の支援の支援の支援の支援    

内    容 � 家庭と子どもを取り巻く環境の変化及び本市の実情を踏まえ、多様な子育て

サービスを充実 

� 就学前から小学校にかけて、切れ目のない保育サービスにより共働き世帯

（母親）の負担を軽減 

具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

延長保育促進事業 11 時間を超えて開

所している公立保育

所 

 

Ｈ27：0 箇所 

Ｈ31：4 箇所 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 私立保育園のない地域において、公立保

育所の開所時間を延長 

・（平 日）現行：午後 6 時 15 分 

今後：午後 7 時 

・（土曜日）現行：午後 12 時 30 分まで 

今後：11 時間以上開所 

病児・病後児保育事業・一時預かり事業の充

実 

市内の病児・病後児

保育実施箇所 

 

Ｈ27：0 箇所 

Ｈ31：1 箇所 

 

一時預かり専任の保

育士を配置する公立

保育所 

 

Ｈ27：0 箇所 

Ｈ31：2 箇所 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 地域バランスや交通の利便性を考慮しな

がら、市内の病児・病後児保育実施箇所

を増設 

� 短期バイト就労や慶弔ごとなど、家庭で

の子育てが一時的に困難となった場合を

サポートするため、保育所での一時預か

りの受け入れ体制を充実 

【継続的に検討する課題】【継続的に検討する課題】【継続的に検討する課題】【継続的に検討する課題】    

� サービス提供の地域バランスを確保する

ため、医療機関との連携のもと、サテラ

イト型の病児・病後児保育実施箇所の設

置を検討 

夜間保育事業実施の検討 24 時までの夜間保

育を実施する保育施

設 

 

Ｈ27：0 箇所 

Ｈ31：2 箇所 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 市内の民間保育所・事業所内託児所等と

連携し、都心への通勤を可能とするため

の夜間の保育の実施を検討。併せて高速

バス乗り場への子どもの送迎（元気倶楽

部、富楽里）も行うことで共働き世帯の

負担軽減を検討 

 

  

制度検討 

実施、継続 

制度検討 

実施、継続 

制度検討・モデル事業の実施 

本格実施、継続 

就学前保育の充実 



 

 
8888    

 

具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

学童保育所の開所時間の延長 午後 7 時まで開所し

ている公設学童保育

所数 

 

Ｈ27：0 箇所 

Ｈ31：5 箇所 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 学童保育所の開所時間を延長 

・現行：平日午後 6 時まで開所 

・今後：平日午後 7 時まで開所 

長期休業中における学童保育所の給食の提

供 

長期休学中に給食サ

ービスを実施してい

る公設学童保育所数 

 

Ｈ27：0 箇所 

Ｈ31：5 箇所 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 高齢者の子育て支援への参画、又は世代

間交流の促進を図るため、高齢者の団体

等と連携し、夏休みなど長期休業期間中

における学童保育所の給食サービスの実

施を検討 

 

基本的な方向基本的な方向基本的な方向基本的な方向    ３）３）３）３）出産、育児の不安・負担を解消するための出産、育児の不安・負担を解消するための出産、育児の不安・負担を解消するための出産、育児の不安・負担を解消するためのきめ細やかなきめ細やかなきめ細やかなきめ細やかな子育て支援子育て支援子育て支援子育て支援    

内    容 � 若い世代の育児に対する不安や負担感、悩みをやわらげるため、家庭や子ど

もを取り巻く状況に応じて、産後直後から子育て期に至る切れ目のないケア

や相談、地域の支え合いなどの支援体制を構築 

具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

産後ケアサポート事業（宿泊型・デイサービ

ス型） 

産後ケアサポート利

用者数 

 

Ｈ27：－ 

Ｈ31：10 人 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 退院直後で、家族などから十分な支援が

得られないなどの母子が対象とした支援 

� 安房地域の産科医療機関に委託し空きベ

ッドを利用したショートステイ、デイサ

ービスを検討 

・ショートステイ：育児サポート（授乳指導、

沐浴等）、乳房ケア、母親の休息、今後の

育児相談 等 

・デイサービス：産後の心身不安解消のため

の母体・新生児・乳児ケア 等 

 

 

  

担当課について調査、検討 

実施 

事業の実施 

継続 

制度検討 

実施、継続 

学童保育の充実 

制度検討、モデル事業の実施 



 

 
9999    

 

具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

子育て支援センターの全市展開 子育て支援センター

設置箇所数 

 

Ｈ27：1 箇所 

Ｈ31：4 箇所 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 市内６箇所（中学校区に１箇所）に子育

て支援センターを設置 

� 地域の子育て拠点として、子どもの遊び

場を確保するとともに、地域の多様な子

育て支援活動を通じて、関係機関等と連

携を図り、地域の子育て家庭に対し、よ

りきめ細やかな支援を実施 

� 施設配置については空き公共施設の利活

用も検討 

ファミリーサポート推進事業 ファミリーサポート

センター会員登録数 

 

Ｈ27：45 人 

Ｈ31：100 人 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� ファミリーサポートセンターや地域の

自主的な子育てサークル活動への支援

など、身近な地域で助けあいの精神に基

づいた相談や情報提供、育児援助などの

自主的な地域活動を促進 

� ファミリーサポートセンターの取組を

市民に周知し、会員を拡大 

【継続的に検討する課題】【継続的に検討する課題】【継続的に検討する課題】【継続的に検討する課題】    

� ファミリーサポートセンターの利用促

進の観点から、利用料金など、利用しや

すい運営方法のあり方について検討 

特別支援教育推進事業 支援員が関わった児

童生徒の在籍する学

級担任が、支援員が

果たす役割によって

児童生徒の生活・学

習が改善したと回答

した学級担任の割合 

Ｈ27：未調査 

Ｈ31：90％ 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 保育所、幼稚園及び小中学校若しくは学

童保育所への特別支援教育支援員の配置

による特別支援教育の推進 

� 早期からの教育相談、就学相談の推進 

子育て支援ポータルサイトによる情報発

信・情報共有 

子育て支援ポータル

サイトへのアクセス

数前年対比 

 

Ｈ27：－ 

Ｈ31：110％ 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 子育て中の親同士が交流できる場や、子

どもの安全・安心な遊び場、子育てに関

する情報を一元的に提供 

 

  

発信、共有コンテ

ンツの検討 

ポータルサイトの改善、

継続、実施 

事業実施 

継続 

事業実施の検討、子育て支援セ

ンター未設置エリアへの出張

ひろばの展開 

子育て支援センターを市内４

箇所へ展開【H32 以降さらに

2 箇所（全 6 カ所）】 

サービスの開始、会員の獲得 

利用料金など、利用しやすい

運営方法の検討、実施 



 

 
10101010    

 

基本的な方向基本的な方向基本的な方向基本的な方向    ４）４）４）４）結婚観の意識醸成と結婚観の意識醸成と結婚観の意識醸成と結婚観の意識醸成と出会いの機会づくり出会いの機会づくり出会いの機会づくり出会いの機会づくり    

内    容 � 結婚・子育ての希望の実現には、人生設計や妊娠・出産に関する知識が重要

であるため、教育の一環として結婚観・家族観を学習する機会を提供 

� 若い世代の結婚の希望をかなえることができるよう多様な出会いの機会を

提供 

具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

思春期ライフプラン教育事業 思春期ライフプラン

教育を実施する学校

数 

 

Ｈ27：－ 

Ｈ31：6 校 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 将来、「子育ては南房総市で」と考える若

者を育成するため、中学生を対象に赤ち

ゃんとの触れ合い教室やお年寄りとの交

流又は子育て中の母親の講和などを通じ

て、命の尊さを学ぶとともに結婚観や家

族観を広げる取組を実施 

� 男女ともに妊娠・出産の医学的な知識の

情報提供を行い、自身の結婚・妊娠・出

産に係るライフプランを描けるような取

組を実施 

婚活支援事業 婚活支援事業への参

加者数 

 

５年間で延べ人数 

４００人 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 出会いの機会を強化し、結婚や家族又は

子どもを持つ喜びを感じられる取組を推

進 

� 出会いの場を提供する際に、地元産業に

対する誇りを持たせるための地域産業の

後継者向けのメニューを取り入れる 

 

  

実施の検討

中学校の授業時間に組み入れ

られるか調査・検討、学校との

協議 

モデル事業の検討・実施 

事業本格実施 

実施、継続

継続 



 

 
11111111    

 

基本的な方向基本的な方向基本的な方向基本的な方向    ５）５）５）５）市役所・公共施設における子育てバリアフリーの推進市役所・公共施設における子育てバリアフリーの推進市役所・公共施設における子育てバリアフリーの推進市役所・公共施設における子育てバリアフリーの推進    

内    容 � 現在、子育て関連の窓口が三芳分庁舎と丸山分庁舎に分かれていることか

ら、窓口の一本化により、わかりやすく、利用しやすい行政サービスを実現 

� 妊娠中の女性や子育て世代が安心して外出できる環境づくりの率先的行動

として、市役所をはじめとして公共施設の設備を計画的に改善 

具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

子育て窓口の一本化 南房総市は子育てし

やすいまちだと思う

保護者の割合 

（肯定的な評価「そ

う思う」「どちらかと

いえばそう思う」の

合計） 

 

Ｈ26：43.5％ 

Ｈ31：54.0％ 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 妊娠届けから小学校就学までの手続きの

窓口を一本化 

� 「子育て支援センターほのぼの」におい

て、地域センターの機能を整備し、小さ

な子どもがいても、安心して手続きがで

きる環境を整備 

子育て世帯が安心して利用できる公共施設

などの設備改善 

子育てバリアフリー

の改善がなされた公

共施設数（学校・幼

稚園・保育所を除く） 

 

Ｈ27：未実施 

Ｈ31：2 箇所 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 市役所や公共施設の設備改善の機会を捉

えて、ベビーベッドやベビーチェアー、

授乳室、おむつ交換場所など子育てバリ

アフリーを推進 

 

  

実施の検討

担当課について調査・検討 

窓口の集約化、

試行実施 

事業本格実施 

継続 

設備の更新機会を捉えて実施



 

 
12121212    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）若者に魅力のあるしごとをつくる 

    

■転入時の悩み、転出者のＵターンの迷いは仕事・収入■転入時の悩み、転出者のＵターンの迷いは仕事・収入■転入時の悩み、転出者のＵターンの迷いは仕事・収入■転入時の悩み、転出者のＵターンの迷いは仕事・収入    

� 「転入者アンケート調査」で転入時の悩みの有無を尋ねたところ、30 歳未満では就職

先の確保が 19.7％、収入の減少が 15.7％となっています。 

� 「転出者アンケート調査」で南房総市に戻るかどうかを尋ねたところ、迷っているとの

回答が 30 歳未満で 21.1％となっており、迷っている理由として就職先・転職先がすぐ

に見つかるかどうかが 54.3％、期待する収入が得られるかが 37.1％となっています。 

■■■■市内企業は小規模事業者が多く事業規模、雇用の拡大に消極的市内企業は小規模事業者が多く事業規模、雇用の拡大に消極的市内企業は小規模事業者が多く事業規模、雇用の拡大に消極的市内企業は小規模事業者が多く事業規模、雇用の拡大に消極的    

� 経済センサス（Ｈ24）における事業所当たりの従業者数（市内平均）は 5.6 人となって

います。 

� 「事業所アンケート調査」では、今後、事業規模の拡大意向をもつ企業は 24.4％、雇

用の拡大意向をもつ企業は 33.1％に留まっています。 

■■■■産業構成で特化している業種は一次産業、観光関連産業産業構成で特化している業種は一次産業、観光関連産業産業構成で特化している業種は一次産業、観光関連産業産業構成で特化している業種は一次産業、観光関連産業    

� 経済センサス（Ｈ24）における市内の産業別付加価値額の構成比を千葉県全体と比較す

ると、漁業が最も特化しており、次いで農業・林業、複合サービス業（農協等）、宿泊業・

飲食サービス業の順となっています。 

■■■■1111 人当たりの付加価値額が低く、創業比率も低い人当たりの付加価値額が低く、創業比率も低い人当たりの付加価値額が低く、創業比率も低い人当たりの付加価値額が低く、創業比率も低い    

� 地域の「稼ぐ力」を表す付加価値額をみると、すべての産業において従業者 1 人当たり

の付加価値は千葉県の平均を下回っているほか、創業比率も低い状況にあります。 

現状認識現状認識現状認識現状認識    

    

基本的方向基本的方向基本的方向基本的方向    

若
者
に
魅
力
の
あ
る
し
ご
と
を
つ
く
る

 

１）地域資源の更なる活用及び新産業の創出 

２）起業、創業・第二創業支援 

３）企業・起業家・人材の誘致、ＩＴ産業の創出 

４）定量的な産業分析に基づく施策展開 



 

 
13131313    

 

基本的な方向基本的な方向基本的な方向基本的な方向    １）１）１）１）地域資源の更なる活用及び新産業の創出地域資源の更なる活用及び新産業の創出地域資源の更なる活用及び新産業の創出地域資源の更なる活用及び新産業の創出    

内    容 � 農商工連携などの異業種連携により、商品開発、販路開拓を進め、創業・第

二創業者の増加を実現 

� 就農希望者の経営設計を容易にするため、重点品目を基本に支援対象を明確

化するとともに、生産・流通の高度化を支援し、新規就農者の増加を実現 

� 地域の資源と団体、人を結びつけ、観光商品の企画販売、受入等のマネジメ

ント機能を持った推進主体を設立（南房総市版ＤＭＯの設立） 

� 国内最多タイの 8 つの「道の駅」を誇る地域特性を活かして、「道の駅」の

機能を強化 

� 外国人観光客を呼び込むことによる観光消費額の拡大を図るため、情報通信

機器を活用した多言語による案内サービスの充実など、受入体制を強化 

� シニア需要に対応したヘルスツーリズムや温暖な気候を活かしたスポーツ

キャンプの誘致、海を活かした新たな観光など、地域資源を活用した観光メ

ニューを開発 

具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

農商工連携等推進事業 創業・第二創業者 

Ｈ27：0 件 

Ｈ31：3 件 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 南房総産農林水産物を活用した事業展開

に意欲がある個人、団体等が対象 

� 南房総産ビジネス倶楽部の運営を強化

し、農林水産物を活用した新事業の創造

の場となるプラットホームを構築 

� 専門家の招聘を行い、商品開発等を促進 

①マッチング事業 

� 農林水産物の生産納品の直接契約のコー

ディネート 

②コラボレーション事業 

� 事業者共同による商品やサービス開発を

進め、南房総産農林水産物の取引行為や、

南房総産農林水産物を活用した新規事業

の創造及び商品の販売先となる出口を戦

略的に検討 

特産品振興事業 新規就農者 

Ｈ27：15 人（単年

度・雇用就農含む） 

Ｈ31：19 人（単年

度・雇用就農含む） 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 重点品目に指定された農産物の生産者が

対象 

� 南房総市での主たる農産物に対する規模

別・経営類型別所得指標を市・県・ＪＡ

などで共同作成 

� また、品目別に振興ビジョンを作成し、

それに基づく新たな支援策を構築 

※ＤＭＯとは、地域の「稼ぐ力」を引き出し、多様な関係者と協同しながら、観光地域づくりを

実現するための戦略を作り、実施するための機能の整備です。 

  

セミナーの開催、市産業まつりで

の消費者ニーズの調査 

継続 

セミナーの開催、市産業まつりで

のコラボ商品の発表、全国コラボ

グランプリへの参加、都市部・県

内での市場調査・販路開拓 

セミナーの開催、市産業まつり等

でのコラボグランプリの開催、全

国コラボグランプリへの参加、都

市部・県内での市場調査・販路開

拓 

継続 

所得指標についての調査・検討 

所得指標・振興ビジョンの策定 

既存補助事業の改正 

事業実施 

連携 
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具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

地域資源再生事業 【再掲】 

第 1 次産業就業率 

Ｈ27：21％ 

Ｈ31：2１％ 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 官民連携事業を推進し、農林漁業者を支

援 

� ＪＡと共同で設立した、（一財）農業支援

センターの事業内容の拡充、強化 

� 千葉県森林組合と連携し、木質バイオマ

スの有効活用を図り、エネルギー化を推

進 

� 漁協と連携し策定する漁村再生計画等の

実施による、経営の再生と事業基盤の再

構築を促進 

産業方針策定事業 第 1 次産業就業率 

Ｈ27：21％ 

Ｈ31：2１％ 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 重点品目に指定された農産物の生産者が

対象 

� 南房総市におけるブランド品など、地域

間競争でも強みのある品目に対し、今後

の事業方針を策定（ナバナ、酪農、枇杷

など） 

� 事業方針では、生産基盤及び流通の再構

築を検討し（単なるブランド化などの計

画ではない）、事業者を中心とした方向

性・グランドデザインとなるものを作成 

 

観光地域づくりプラットフォーム機能構築

事業（南房総市版ＤＭＯ設立） 

中間支援組織の設立 

 

Ｈ27：０団体 

Ｈ31：１法人化 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� ニーズの多様化、マーケットの変化など

をマーケティングし、地域内の多種多様

な関係団体と地域資源をマネジメントす

る機能を持った、持続可能な民間主体の

新たな地域振興の推進母体を設立、法人

化（専門家又は支援員を登用） 

 

若者のＵＩターン促進事業【新規】 若者応援宣言企業 

 

Ｈ27：1 社 

Ｈ31：5 社 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� ハローワーク館山やジョブカフェちば等

と連携し、企業等とＵＩターン就職面接

会等を開催。また、「若者応援宣言企業」

の増加 

ナバナ農家、酪農家及び関係機関

との協議 

ナバナ、酪農についての事業方針

（１期）を策定 

枇杷、その他産品農家との協議 

枇杷、その他産品等の事業方針

（２期）を策定 

１期事業方針の事業化協議 

1 期事業方針一部事業実施及び

地元協議 

2 期事業方針の事業化協議 

マーケティング調査、資源調査 

観光商品造成 

組織化 

運営安定化、法人

化での運営 

団体連携、事業計画策定等 

調査、検討、実施 

事業内容の検討、実施、見直し 

外房漁村再生計画策定、実施 

内房漁村再生計画の実施 

事業内容の検討、実施、見直し 
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具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

道の駅の多機能化推進整備事業 道の駅利用者数 

 

Ｈ27：２３０万人 

Ｈ31：２５０万人 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

①①①①道の駅の多機能化事業道の駅の多機能化事業道の駅の多機能化事業道の駅の多機能化事業    

� 外国人を受け入れるための機能の強化 

� トイレ、案内サイン等の基本的な整備の

ほか、人材育成、ガイドブックを作成 

� 車、バイク、ロードバイク、ウォーカー

など道の駅のネットワークを活用した受

入サービスの充実 

� 防災機能やコミュニティ機能の強化 

②②②②地域資源を活用した加工施設整備事業地域資源を活用した加工施設整備事業地域資源を活用した加工施設整備事業地域資源を活用した加工施設整備事業    

� 既存資源の加工及び新たな資源を活用し

た商品開発と、道の駅にある加工施設の

集約を図り、効果的に運営 

訪日外国人誘客環境整備事業 外国人延べ宿泊者数 

 

Ｈ26：1600 人 

(Ｈ26 観光庁ﾃﾞｰﾀ) 

Ｈ31：4000 人 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 訪日外国人誘客のための案内標識やＩＣ

Ｔを活用した情報提供システムなどの環

境整備。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①調査・検討 

②調査・検討 

①事業実施 

②実施設計 

①計画策定 

②基本設計 

①継続 

②施設整備 

情報提供システム整備 

調査・検討、事業計画 

観光標識整備 
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具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

新たな地域資源活用型観光推進事業 温泉宿泊者数 

 

Ｈ27：26 万人 

Ｈ31：30 万人 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

①ヘルスツーリズム推進事業①ヘルスツーリズム推進事業①ヘルスツーリズム推進事業①ヘルスツーリズム推進事業    

� 「健康と癒し」をテーマとした地域資源

の新しい活用展開と顧客開拓を進め、ガ

イド事業と宿泊、飲食、物産等、多様な

事業者を連携させた、ヘルスツーリズム

を推進 

②スポーツ交流推進事業②スポーツ交流推進事業②スポーツ交流推進事業②スポーツ交流推進事業    

（キャンプ誘致・受入環境整備）（キャンプ誘致・受入環境整備）（キャンプ誘致・受入環境整備）（キャンプ誘致・受入環境整備）    

� 既存のスポーツ大会の運営実績を活か

し、小学生から大学生を対象にしたスポ

ーツ交流キャンプ（短期交流試合）を誘

致・企画・実施し、限られた施設数で効

率よく合宿を受け入れる体制の構築 

� 地域事業者と連携して、より経済効果を

高める仕組みを構築 

③公共温泉整備事業③公共温泉整備事業③公共温泉整備事業③公共温泉整備事業    

� 温泉郷活性化事業で掘削し出た温泉を利

用して、市内の海の見える場所に公共温

泉施設を整備 

④観光ダイバー漁場整備事業（見せる漁業）④観光ダイバー漁場整備事業（見せる漁業）④観光ダイバー漁場整備事業（見せる漁業）④観光ダイバー漁場整備事業（見せる漁業）    

� 大学等と検討している磯根資源の再整備

（枯渇した磯根への藻の養殖栽培）を進

め、磯根資源を豊かにし、観光ダイビン

グエリアを整備 

� 海を活用した新たな観光スポット整備 

⑤⑤⑤⑤ＩＣＴＩＣＴＩＣＴＩＣＴを活用した地域情報発信システムを活用した地域情報発信システムを活用した地域情報発信システムを活用した地域情報発信システム

の整備の整備の整備の整備（（（（観光ＰＲ事業観光ＰＲ事業観光ＰＲ事業観光ＰＲ事業））））    

� 地域資源の魅力や楽しみ方を、発地、着

地いずれの場面でも容易に情報入手で

き、着地側でのサービスを受けることの

できる情報システムの整備 

⑥地域資源を活用した観光連携事業⑥地域資源を活用した観光連携事業⑥地域資源を活用した観光連携事業⑥地域資源を活用した観光連携事業    

� 既存活用の地域資源も掘り起こし・ブラ

ッシュアップを行い、新しい活用の展開

とプロモーション活動を行う。多様な事

業者と連携し、更に魅力ある南房総を作

り上げる。 

� 地域資源を取り入れた旅行商品等の造成

を行い、地域交通事業者等との連携を取

り入れたプロモーション活動を行う。 

 

 

①組織設立、事業計画、 

人材養成、プログラム開発 

②体制構築／スキルアップ 

①人材養成、受入体制整備、 

モデルツアー実施 

②プレ企画・実施 

③建設費、建設場所等の検討 

⑤調査・検討 

①モデルツアー実施、 

プロモーション活動 

②本格実施 

③調査・設計 

⑤事業計画 

①モデルツアー実施、 

プロモーション活動、 

商品販売 

②継続拡充 

③公共温泉施設の建設 

④設計 

⑤情報提供システム整備 

①プロモーション活動、 

商品販売 

②継続拡充 

③利用開始 

④磯根資源 

⑤情報提供システム整備 

⑥掘り起こし、ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ 

⑥商品造成 

⑥プロモーション活動 
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基本的な方向基本的な方向基本的な方向基本的な方向    ２）２）２）２）起業起業起業起業、、、、創業創業創業創業・・・・第二創業支援第二創業支援第二創業支援第二創業支援    

内    容 � 第 1 次産業で起業し安定した収入を得ることが初期段階では難しいことを

考慮し、経済的な支援を目的に、半農半Ｘ（兼業農家）等を推進 

� 既存企業の新分野へのチャレンジや新たに起業・創業を行う企業・個人に対

し、ニーズや状況に応じた支援メニューをパッケージで提供 

� 異業種転換や新事業として、国の FIT（再生可能エネルギーの固定価格買取

制度）のスキームを活用した地域資源活用型のエネルギー事業を支援 

� 起業・創業に向けた企業や個人の能力向上の一環として、各種スキルアップ

の取組に対して支援 

� 特に付加価値の高い産業と想定されるＩＴ産業及びＩＴを活用する企業・個

人に対して積極的に支援 

具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

半農半Ｘ等推進事業 就業提案利用者 

 

Ｈ27：0 人 

Ｈ31：4 人 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 自営就農等を目指す者を対象に就農の

労働時間の基準となる 150 日/年を除

く時間で、他業種への就業を斡旋 

� 南房総的子育て LIFE として、生活の中

に農林漁業があるライフスタイルを確

立できる就業体系を提案 

� 市内の事業者で「年間雇用ができない」

「週に 2・3 日の雇用がしたい」などの

情報を集約し、就農パッケージとして移

住者に就業提案 

� 漁業など農業と同様に周年操業できな

い業種も対象（半漁半Ｘ） 

企業・起業家支援事業（パッケージ） ①新事業等参入件数 

②起業家支援件数 

③公共施設活用企業 

 

Ｈ27： 

①2 件 

②５件 

③1 件 

 

Ｈ31： 

①10 件（累計） 

②２5 件（累計） 

③5 件（累計）  

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

①①①①中小企業新事業及び雇用創出支援事業中小企業新事業及び雇用創出支援事業中小企業新事業及び雇用創出支援事業中小企業新事業及び雇用創出支援事業    

� 新事業等に参入する企業に対し、設備投

資や雇用を支援 

②起業家支援事業②起業家支援事業②起業家支援事業②起業家支援事業    

� 起業への設備投資や家賃を支援 

③③③③空き空き空き空き公共施設活用調査事業公共施設活用調査事業公共施設活用調査事業公共施設活用調査事業    

� 空き公共施設を企業誘致施設として利活

用を検討している企業を支援 

④利子補給事業④利子補給事業④利子補給事業④利子補給事業    

� 企業の借入れ資金の利子に対して補給金

を支援 

⑤創業支援事業計画推進事業⑤創業支援事業計画推進事業⑤創業支援事業計画推進事業⑤創業支援事業計画推進事業    

� 創業支援事業計画に基づき、関係機関と

連携を図り推進 

※半農半Ｘとは、自分や家族が食べる分の食料は小さな自給農でまかない、残りの時間は「Ｘ」、 

つまり自分のやりたいこと（ミッション）に費やすという生き方 

兼業の業種について調査・検討 

新規就農者の受け入れ手順の明

確化 

既存の就農者生活支援型補助金

の改正 

漁業版の同様補助金の制度設計 

就農者（漁業含む。）希望者、又

は新規就農者への提案 

事業実施 

継続 

調査・検討・実施 

調査・内容精査・実施 
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具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

スマートコミニュティ推進事業 地域エネルギー会

社の創設 

 

Ｈ27：０社 

Ｈ31：１社 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 地域資源の有効活用と災害時における

道の駅の役割強化等のために自家発電

装置を道の駅に整備（木質バイオマスガ

ス発電・畜産糞尿メタン発酵ガス発電

等） 

� 地域内の未利用エネルギーを活用した

地域エネルギー会社の起業と環境対策 

� 自立エネルギーによる観光客のための

道の駅防災拠点化 

 

就労・スキルアップ支援事業 資格取得等人数  

 

Ｈ27：10 人 

Ｈ31：50 人（累計） 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

①①①①情報処理技術取得推進事業情報処理技術取得推進事業情報処理技術取得推進事業情報処理技術取得推進事業    

� 情報処理技術の資格取得等への支援 

②②②②中小企業人材育成事業中小企業人材育成事業中小企業人材育成事業中小企業人材育成事業    

� 社員の資格取得等への支援 

③再チャレンジ奨学金貸付③再チャレンジ奨学金貸付③再チャレンジ奨学金貸付③再チャレンジ奨学金貸付事業事業事業事業    

� 離職者等の起業や再就職への支援 

  

調査・検討・実施 

調査・内容精査・実施 

事業計画、試験運用 

設備導入 

地域エネルギー会社設立、 

設備導入 

モデル事業の地域拡充 
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基本的な方向基本的な方向基本的な方向基本的な方向    ３）３）３）３）企業・起業家企業・起業家企業・起業家企業・起業家・人材・人材・人材・人材の誘致の誘致の誘致の誘致、ＩＴ産業の創出、ＩＴ産業の創出、ＩＴ産業の創出、ＩＴ産業の創出    

内    容 � 本市の産業特性、立地特性を踏まえた戦略的な企業誘致を展開するためア

ドバイザーとなる人材を招聘し、誘致活動を展開 

� 東京圏から移転意欲を示した企業に対しては、インセンティブとして移転

実現のための経費を支援 

� 都心部とのＩＴリテラシーにおける地域間格差の是正や働き方の多様化を

促すため、ＩＴに知見のある人材の招聘や企業の誘致を積極的に行い、Ｉ

Ｔに強い人材の育成を支援 

具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

みらいを繋ぐ南房総しごとづくり支援事業 ①企業誘致相談 

②企業・起業家向け

都内セミナー参

加者数 

③市内見学会参加  

者 

④クラウドソーシ

ング実施者数  

 

Ｈ27： 

①5 件   

②15 人 

③10 人 

 ④5 名 

Ｈ31： 

①25 件（累計） 

②75 人（累計） 

③50 人（累計） 

④25 名（累計） 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 企業誘致アドバイザーの招聘、企業・起

業家向け都内セミナー、市内見学会など

の開催 

� 就職セミナー、地元企業マッチングイベ

ントなどの開催 

� クラウドソーシングやテレワークを推

進するための研修会等の開催 

� 企業・起業家誘致サイト等で運営等の情

報発信の充実 

� 県や関係市町村等との広域連携した就

労支援の推進 

企業誘致推進事業 企業誘致件数 

 

Ｈ27：2 件 

Ｈ31：10 件（累計） 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】 

①①①①企業誘致推進事業企業誘致推進事業企業誘致推進事業企業誘致推進事業    

� 東京圏からの移転企業に対し、操業のた

めの支援 

� 移転企業の人材育成に係る経費、プロフ

ェッショナル人材等の還流のための支

援 

� 空き公共施設等を活用した企業誘致の

推進 

②企業誘致施設整備事業②企業誘致施設整備事業②企業誘致施設整備事業②企業誘致施設整備事業    

� 貸しオフィス等企業誘致のための受入

れ施設の整備 

� 県や関係市町村等との広域連携した企

業、起業家誘致の推進 

 

  

調査・検討・実施 

調査・内容精査・実施 

調査・検討 

調査・内容精査・実施 

調査・検討・実施 

連携 
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基本的な方向基本的な方向基本的な方向基本的な方向    ４）４）４）４）定量的な産業分析に基づく施策展開定量的な産業分析に基づく施策展開定量的な産業分析に基づく施策展開定量的な産業分析に基づく施策展開    

内    容 � 総合戦略に基づく産業政策を効率的・効果的に推進するにあたり、経済波及

効果の測定が可能となる産業連関表を作成・活用 

具体的な施策 

重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

南房総市版産業連関表策定事業 推計ツールを一般開

放し、推計ツール利

用者 

Ｈ27：0 名 

Ｈ31：200 名 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 調査手法を検討し、南房総市内の事業所

（およそ 2,000 事業所）の生産額と移

輸出入を把握するための特別調査等を

実施、南房総市独自の産業連関表を新た

に作成することを検討 

� 南房総市の「観光産業」に着目し、同市

を訪れた観光客（宿泊客及び日帰り客）

消費動向調査を実施した上、作成した産

業連関表を活用した観光消費の経済効

果及び雇用効果の推計を実施予定 

  

観光客消費動向調査の実施、産

業連関表の作成手法の検討、特

別調査の設計 

特別調査の実施、南房総市版産

業連関表の作成 

観光消費の経済効果推計、推計

ツールの作成と一般開放 

調査研究手法の検討 
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（３）新しい人の流れをつくる 

    

■移住検討で市のホームページをもっと活用してもらうことが重要■移住検討で市のホームページをもっと活用してもらうことが重要■移住検討で市のホームページをもっと活用してもらうことが重要■移住検討で市のホームページをもっと活用してもらうことが重要    

� 「転入者アンケート調査」では、転入時に市のホームページで調べて活用したとの回答

が 12.3％に留まっています。 

■■■■東京等都市部へ通勤しながら移住・定住できる環境づくりも重要東京等都市部へ通勤しながら移住・定住できる環境づくりも重要東京等都市部へ通勤しながら移住・定住できる環境づくりも重要東京等都市部へ通勤しながら移住・定住できる環境づくりも重要    

� 「転出者アンケート調査」では、南房総市に戻るかどうかを迷っているとの回答が 30

歳未満で 21.1％となっており、仕事に関する理由が多くを占めています。中期的な観

点から産業・雇用を生み出す力の強化を図りつつ、短期的な視点では、東京等都市部に

通勤しながら移住・定住が可能になる環境づくりが重要になります。 

■■■■Ｕターンの動機づけは郷土愛Ｕターンの動機づけは郷土愛Ｕターンの動機づけは郷土愛Ｕターンの動機づけは郷土愛    

� 「転出者アンケート調査」で南房総市に帰る予定との回答は 30 歳未満で 17.5％あり、

生まれ故郷であることがその主な理由となっています。 

■■■■新規就農や新たに事業・商売を始める理由での転入者は１～２％程度新規就農や新たに事業・商売を始める理由での転入者は１～２％程度新規就農や新たに事業・商売を始める理由での転入者は１～２％程度新規就農や新たに事業・商売を始める理由での転入者は１～２％程度    

� 「転入者アンケート調査」で南房総市に転入した理由を尋ねたところ、新規就農が

1.6％、新たに事業・商売を始めるが 2.2％であり、割合は小さいものの、十分な情報発

信ができていない現在でも南房総市をチャレンジの場として捉えている人がいることが

わかります。 

■■■■南房総市を知って、遊びに来て、移住・定住に至るパターンが実在南房総市を知って、遊びに来て、移住・定住に至るパターンが実在南房総市を知って、遊びに来て、移住・定住に至るパターンが実在南房総市を知って、遊びに来て、移住・定住に至るパターンが実在    

� 「転入者アンケート調査」では、I ターン者が南房総市を知った媒体として、観光・レジ

ャーが 38.9％と最も多くなっています。観光・レジャーで南房総市を訪れて、それが

きっかけとなって移住している実態がうかがえます。 

現状認識現状認識現状認識現状認識    

    

基本的方向基本的方向基本的方向基本的方向    

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る

 

１）子育て世代が移住して住み続けたいと思うまち 

３）南房総市の知名度アップ 

２）若い世代のチャレンジを応援するまち 
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基本的な方向基本的な方向基本的な方向基本的な方向    １）１）１）１）子育て世代が移住して住み続けたいと思うまち子育て世代が移住して住み続けたいと思うまち子育て世代が移住して住み続けたいと思うまち子育て世代が移住して住み続けたいと思うまち    

内    容 � 南房総市への移住希望者へのアプローチとして、現在複数の部局にある移住

施策の相談窓口を集約し、ワンストップ窓口を創設 

� 南房総市への移住を検討する際に障害となる雇用への不安を解消するため、

現勤務先での継続就業や希望職種への就職が可能となるよう通勤費に対し

て支援するとともに、若者の雇用に力を入れる企業を増加 

� 中期的な視点で U ターンの促進を図るため、子どもたちの故郷への誇りと強

い思いを育む教育を充実 

具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

移住コンシェルジュ創設事業 子育て世代移住者 

（延べ数） 

Ｈ27：０世帯 

Ｈ31：２００世帯 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 移住に関する全ての相談とアドバイスを総

合的に行う移住コンシェルジュを創設 

（業務内容） 

・移住に関する相談やアドバイス 

・移住後のアフターフォロー 

・ホームページ、ＳＮＳ、パンフレット等に

よる情報発信：移住に対する各種支援制度

や移住者の体験談等 

・子育て世代を対象とした「体験型のお試し

移住」の企画・立案 

・空き家バンクの活用促進 

・二地域居住希望者への支援（将来的には完

全移住への移行も支援） 

通勤費補助制度の創設 移住者の利用者 

（延べ数） 

Ｈ27：０人 

Ｈ31：30 人 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 遠距離通勤希望での移住者等の通勤優遇措

置制度を創設 

・公共交通の定期代や自動車通勤に係る費用

の一部を補助 

・補助条件の設定：月に１度は地域の活動に

参加することなど、地域への還元策の構築 

「南房総学」の推進【継続】 「地域の行事に参

加している」と答

えた児童生徒の割

合 

小 6 

Ｈ27：87.8％ 

Ｈ31：90.0％ 

中 3 

Ｈ27：68.4％ 

Ｈ31：70.0％ 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 地域と連携した学習などを通じて、文化・

伝統・歴史・自然・人物について学ぶ機会

を提供 

※コンシェルジュとは、移住者の要望・案内に対応する総合世話人。 

  

事業実施、継続 

支援制度設計 

事業 

実施 

実施、継続 

連携 
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基本的な方向基本的な方向基本的な方向基本的な方向    ２）２）２）２）若い世代のチャレンジを応援するまち若い世代のチャレンジを応援するまち若い世代のチャレンジを応援するまち若い世代のチャレンジを応援するまち    

内    容 � 中期的な視点から、若者を中心とする市民が、様々な手法で未来を切り拓く

ことができる地域力を高めるため、有識者・学生・企業等の人材交流を通し

て、若者の夢を咲かせることができる事業を展開 

具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

産学協働地域活力創造事業 プロジェクト作成

数（延べ数） 

 

Ｈ27：０件 

Ｈ31：５件 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 新たなビジネスや地域課題解決型活動の創

出に向けた市民チャレンジを実践するため

のプロジェクトチーム（市民・有識者・学

生・企業等が参加）を結成 

� 起業・創業支援や地域課題解決スキルを持

つ人材や、コーディネーターとして多様な

ネットワークと専門スキルを持つ人材・企

業等を招聘 

� 課題に対する解決策を検討しながら可能性

を具体化させ実現できるよう支援を実施 

� プロジェクトチームは、ビジネス化だけを

目指すのものではなく、ＮＰＯ団体等の公

益活動団体の創出や新規施策の立案・提言 

・将来的には「移住コンシェルジュ」の取組

を担う組織として育成することも想定 

・若者交流・人材育成拠点施設として、空き

キャパシティ（空き公共施設、空き家、空

き店舗等）を活用、整備を想定 

� 地（知）の拠点大学による地方創生推進事

業（ＣＯＣ＋）の実施協働機関として連携

し、地域の産業育成、人材育成を行う 

 

 

 

 

  

事業実施、プロジェクト

チームの創設、人材育成

プログラムの実践 

プロジェクトチー

ムの運営、新たな

チームの創設、人

材育成プログラム

の実践 

若者交流、

人材育成拠

点の整備 

若者交流、人材

育成拠点施設の

施設管理運営を

ＮＰＯ等に指定

管理 



 

 
24242424    

 

基本的な方向基本的な方向基本的な方向基本的な方向    ３３３３））））南房総市の知名度アップ南房総市の知名度アップ南房総市の知名度アップ南房総市の知名度アップ    

内    容 � 現在実施している多種多様なプロモーションを継続的かつ一貫性のある 

プロモーションとして全国へ発信し、「訪れたいまち」「住みたいまち」 

「応援したいまち※」としての知名度の向上を図る。 

※応援：地場産品の購入・ふるさと納税など 

具体的な施策 重要業績評価指標 

（KPI） 

スケジュール 

27 28 29 30 31 

シティプロモーション推進事業 全国市町村認知度ラ

ンキング 

 

Ｈ27：399 位 

Ｈ31：299 位 

 

     

【内容】【内容】【内容】【内容】    

� 南房総市のプロモーションに共通のコン

セプトやキャッチコピーなどを設定して

統一感を持たせ、マーケティングの手法

を活用して戦略的な情報発信を実施 

� 「観光」「移住・定住」「応援」をテーマ

として、以下のサイクルを産官学が一体

になって実施 

①目標設定：移住・定住、応援促進に繋が

るイメージ向上 

②ターゲットの設定：子育て世代・若者 

③ターゲットのニーズ把握：子育て環境・

教育環境・雇用情報 

④活用する地域資源の決定：海、山等の自

然・気候・人情 

⑤活用する地域資源の価値を高める工

夫：ストーリー性・ニュース性 

⑤最も効果的な媒体（ＳＮＳ・メディア等）

との組み合わせによる情報発信 

⑥評価者（専門家・若者・学生等）による

検証 

⑦検証を活かした次のプロモーション 

� 全国的に南房総市をイメージさせるブラ

ンドの確立 

 

  

情報発信の実践、

最新の情報発信ツ

ールの調査、研究 

事業実施 ブランド化、

情報発信ツールの調査、

研究 情報発信の実践 
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III. 戦略の推進方策 

 

１ 体制 

数値目標やＫＰＩに基づき、総合戦略の進捗状況を点検・評価するため、施策・事業の関係

主体（産官学金労言）による「（仮称）南房総市総合戦略推進委員会」（以下「委員会」という。）

を設置し、毎年度、効果検証を行い、必要に応じて総合戦略の見直しを行います。点検・評価

の過程において、新たな施策・事業の提案があった場合は、スピード感を持って、その提案に

ついて検討・評価し、必要に応じて具体化に向けて取り組みます。 

南房総市の庁内体制としては、「（仮称）南房総市総合戦略庁内推進本部」（本部長：市長、

委員：部長級）を設置し、総合戦略推進のための庁内調整を行います。また、総合戦略の進行

管理の実働体制として、市役所市職員等で構成するプロジェクトチームを設置し、指標の収集、

分析などの調査研究や進捗管理を行います。 

 

■体制のイメージ■体制のイメージ■体制のイメージ■体制のイメージ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仮称）南房総市総合戦略推進委員会 

（仮称）南房総市総合戦略庁内推進本部 

プロジェクトチーム 

子育て支援チーム子育て支援チーム子育て支援チーム子育て支援チーム    
（基本目標１）（基本目標１）（基本目標１）（基本目標１）    

雇用促進・産業活性化雇用促進・産業活性化雇用促進・産業活性化雇用促進・産業活性化    
チーム（基本目標２）チーム（基本目標２）チーム（基本目標２）チーム（基本目標２）    

移住推進チーム移住推進チーム移住推進チーム移住推進チーム    
（基本目標３）（基本目標３）（基本目標３）（基本目標３） 

総合戦略の点検・評価 

総合戦略推進のための 

庁内調整 

指標の収集、分析などの

調査研究や進捗管理 
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２ 多様な主体との連携・ネットワーク 

総合戦略に基づく取組は、南房総地域全体で取り組むことで、効果が高まるものもあること

から、広域的な連携を強化しながら進めていきます。 

さらに、東京圏等からの移住促進や知名度アップ等を図る上では、これまで本市が培ってき

た都市・地域間のネットワークを最大限活用しながら、効果的な情報発信を行います。 

 また、地方創生先行型交付金をはじめとした国の財政支援制度の活用にあたっては、市外の

大学や企業等の専門機関との連携も重要なことから、これまで本市が培ってきた人的ネットワ

ークを活用していきます。 

 

■■■■多様な主体との連携・ネットワークイメージ多様な主体との連携・ネットワークイメージ多様な主体との連携・ネットワークイメージ多様な主体との連携・ネットワークイメージ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

東京圏の

自治体 

鋸南町 

鴨川市 

館山市 民間 

南房総市 
大学 

国・県 
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資料編 

１ 南房総市総合戦略策定委員会名簿 

 ■委員名簿 

氏 名 所 属 備考 

笹子 敏彦 安房農業協同組合 参事  

長谷川 繁男 東安房漁業協同組合 事業部長  

川名 浩司 朝夷商工会 会長  

仲島 文作 南房総市観光協会 会長  

鈴木 直一 南房総市議会 議員 副会長 

関 壽夫 南房総市議会 議員  

川﨑 愼一 南房総市議会 議員  

角田 賢治 館山公共職業安定所長  

鎌田 元弘 千葉工業大学 副学長 会長 

庄司 友之 千葉県立安房高等学校 校長  

近藤 克之 千葉県立安房拓心高等学校 校長  

阿部 正樹 日本政策金融公庫 館山支店長  

景山 富代 

（能重 剛） 

千葉銀行 千倉支店長 

（前任者） 

 

込山 幹雄 館山信用金庫 千倉支店長  

松井 千穂 三芳クリニック師長  

水野 圭一 南総シード 代表  

忍足 利彦 房州日日新聞社編集部 次長  

吉川 進 行政連絡協議会 会長  

佐々木 武美 ＰＴＡ連絡協議会三芳中学校ＰＴＡ副会長  

花山 藤太郎 南房総市空き家バンク協議会 会長  

多田 朋和 白浜アパートメント 代表  

髙梨 節子 南房総市保健推進員協議会 会長  

武田 由美 ＮＰＯ法人たからばこ 理事長  

藤井 美津子 あわぼぉんネット  

伊勢田 照子 南房総市社会福祉協議会 理事  
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２ 策定の経過 

 

会議の名称 日 付 検討内容 

南房総市総合戦略検討委員会

第１回会議 
平成 27 年 8 月 12 日 

・まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」と

「総合戦略」について 

・南房総市総合戦略に向けた組織及び作業プロ

セスについて 

・南房総市総合戦略にかかる人口動向分析につ

いて 

・南房総市総合戦略にかかる総合戦略シナリオ

について 

南房総市総合戦略検討委員会

第２回会議 
平成 27 年 10 月 13 日 

・アンケート結果速報について 

・南房総市総合戦略にかかる総合戦略シナリオ

について 

南房総市総合戦略検討委員会

第３回会議 
平成 27 年 12 月 4 日 

・南房総市人口ビジョン（案）について 

・南房総市総合戦略（案）について 

南房総市総合戦略検討委員会

第４回会議 
平成 28 年 2 月 18 日 

・南房総市総合戦略（案）への意見について 

・平成 27 年度地方創生関連事業について 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

南房総市 

企画部企画政策課総合政策係 

〒299-2492 千葉県南房総市富浦町青木 28 番地 

TEL：0470(33)1001  FAX: 0470(20)4598 

市のホームページ：

http://www.city.minamiboso.chiba.jp 

e-mail(企画政策課)：kikaku@city.minamiboso.chiba.jp 
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